
東海防衛支局

秋号の主な内容

♦ 令和５年版防衛白書

♦ 防衛力の抜本的強化に関する説明

♦ 防衛力の抜本的強化を支える東海３県の防衛生産・技術基盤

♦ 日米同盟の強化及び同志国等との連携強化

♦ 自衛隊と地方公共団体との連携

♦ 自衛隊音楽隊による演奏会

♦ 防衛施設の設置・運用に係る要望 / 各務原市新特別支援学校防音補助事業

♦ 「愛三岐のまちから」 愛知県豊橋市

♦ 若手職員の活躍

ぼうえい ２０２３
令和５年

秋東 海 防 衛 だ よ り

愛知・岐阜・三重３県の防衛広報誌

令和５年春号より、名称を「ＴＯＫＡＩ」から「ぼうえい」に変更しました。

みなさまに我が国の防衛について「関心を持っていただきたい」「手に取って

いただきたい」という念いから、この名称にしたものです。

香嵐渓の秋（愛知県豊田市）（写真提供：豊田市観光協）秋の香嵐渓（愛知県豊田市足助町）（写真提供：豊田市足助観光協会）



２０２３年（令和５年）秋号

地 方 協 力

確 保 業 務

令
和
５
年
版
防
衛
白
書

１

普
遍
的
価
値
や
そ
れ
に
基
づ
く
政
治
・
経
済
体
制
を
共
有
し
な
い
国
家

が
勢
力
を
拡
大
し
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
や
そ
の
試
み
は
、
既

存
の
国
際
秩
序
に
対
す
る
深
刻
な
挑
戦
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
社
会
は
、

戦
後
最
大
の
試
練
の
時
を
迎
え
、
新
た
な
危
機
の
時
代
に
突
入
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
防
衛
省
は
、
令
和
５
年
７
月
28
日
に
令
和
5
年
版
防
衛

白
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

国
の
防
衛
の
取
組
は
、
国
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
に
対
す
る
高
い
透
明
性
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
も
っ
と

も
重
要
で
あ
り
、
防
衛
白
書
は
、
こ
う
し
た
取
組
に
お
い
て
極
め
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

地
方
防
衛
局
・
支
局
と
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
は
、
地
方
公
共
団
体
な

ど
の
皆
様
に
防
衛
白
書
を
お
届
け
し
て
そ
の
内
容
を
ご
説
明
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
５
年
版
防
衛
白
書
に
つ
い
て
も
、
我
が
国
の
防
衛
に
つ
い
て
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
鋭
意
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
衛
白
書
の
概
要

令和５年版防衛白書（表紙）

右記ＱＲコードから、

無料でご覧になれます。

「まるわかり！日本の防衛」は、防衛白書の内容を小中高生の皆様にも

分かりやすく説明することを目的として作成しています。

現在の日本の周りの安全保障環境や防衛省・自衛隊の取組について、分

かりやすい言葉を使って解説しています。

右記ＱＲコードからアクセスしてみてください。

防衛省
キッズサイト

「まるわかり！
日本の防衛」

Web版

「まるわかり！
日本の防衛」

PDF版

こ
の
白
書
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
読
ま
れ
、
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
活
動
や
取
組
に
対
す
る
ご
理
解
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
版
防
衛
白
書
は
、
令
和
４
年
12
月
の
国
家
安
全
保

障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計
画
の
三
文
書
策
定

後
、
初
め
て
刊
行
さ
れ
る
白
書
で
あ
り
、
我
が
国
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
の
変
化
や
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
主
と
し
て
次
の
６

点
を
重
点
的
又
は
新
た
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

①

ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
の
継
続
に
対
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ

る
防
衛

②

中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
動
向
、
米
中
競
争
と
台

湾
を
め
ぐ
る
情
勢

③

三
文
書
策
定
の
経
緯
及
び
概
要

④

防
衛
力
抜
本
的
強
化
「
元
年
」
予
算

⑤

情
報
戦
へ
の
対
応
や
継
戦
能
力
を
確
保
す
る
た
め
の
持
続

性
・
強
靱
性
強
化
の
取
組
を
含
む
我
が
国
の
防
衛
力
の
抜
本

的
強
化

⑥

防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
及
び
人
的
基
盤
の
強
化
に
向
け
た

取
組

ま
た
、
厳
し
さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
の
中
で
、
我
が
国
の

強
固
な
防
衛
意
思
と
堅
固
な
防
衛
態
勢
を
し
っ
か
り
と
発
信
す

べ
く
、
三
文
書
を
踏
ま
え
た
、
我
が
国
自
身
の
防
衛
体
制
の
強

化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
内
容
を
強
化
し
て
い
ま
す
。



２０２３年（令和５年）秋号２



２０２３年（令和５年）秋号

地 方 協 力

確 保 業 務

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に
関
す
る
説
明

【 柴橋正直 岐阜市長（左）への説明 】

【パンフレット 】

３

【説明動画】

【防衛費の使い方】

【 前葉泰幸 津市長（右）への説明 】

【 中野正康 一宮市長（右）への説明 】【 鈴木寿明 蒲郡市長（左）への説明 】

防
衛
省
で
は
、
三
文
書
に
沿
っ
て
、
「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
多
く
の
国
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
な
ぜ
、
い
ま
、
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
が
必
要
な
の
か
」
と
題
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
及
び
三
重

県
に
所
在
す
る
地
方
公
共
団
体
を
訪
問
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
に

つ
い
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
支
局
と
し
て
は
、
今
後
も
、
防
衛
施
設
が
所
在
す
る
地
方
公
共
団

体
は
も
と
よ
り
、
防
衛
施
設
が
所
在
し
な
い
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係

構
築
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
、
防

衛
政
策
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
誌
を
ご
覧
の
皆
様
で
説
明
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
東
海
防
衛
支

局
施
設
企
画
課
（
電
話

０
５
２

-

９
５
２

-

８
２
２
３
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
防
衛
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



４ ２０２３年（令和５年）秋号

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
支
え
る

東
海
３
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤

①

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力

防 衛 装 備 品

調 達 事 務

前
号
で
は
、
な
ぜ
今
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
が
必
要
な

の
か
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
防
衛
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
う
ち
、
第
１

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
核
「
我
が
国
の
防
衛
力
を
抜
本
的
に

強
化
」
す
る
に
当
た
っ
て
、
我
が
国
の
防
衛
上
必
要
な
７

つ
の
機
能
・
能
力
の
う
ち
、
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能

力
」
と
そ
の
装
備
品
で
あ
る
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ

ル
の
契
約
状
況
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル

（
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
）

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
の
一
つ

で
あ
る
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型

に
お
い
て
は
、
地
発
型
・
艦
発
型
・
空
発

型
の
開
発
や
早
期
量
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
開
発
で
は
、
伸
展
す
る
大
型
主
翼

を
採
用
す
る
な
ど
い
く
つ
か
の
技
術
に
よ

る
長
距
離
の
飛
し
ょ
う
を
可
能
と
す
る
よ

う
な
性
能
向
上
や
衛
星
を
経
由
し
た
地
上

装
置
と
誘
導
弾
間
の
デ
ー
タ
リ
ン
ク
技
術

の
確
立
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
早
期
量
産
で
は
、
12
式
地
対
艦
誘

導
弾
能
力
向
上
型
の
部
隊
配
備
を
可
能
な

限
り
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、
地
発
型
に

つ
い
て
は
開
発
と
並
行
し
て
量
産
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
、
本
年
４
月
に
三
菱
重
工

業
（
株
）
と
契
約
を
締
結
し
、
小
牧
北
工

場
に
て
本
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

【12式地対艦誘導弾能力向上型の開発
（「令和5年版防衛白書」より）】

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
と
は

各
国
の
レ
ー
ダ
ー
や
各
種
ミ

サ
イ
ル
の
性
能
が
著
し
く
向
上

し
て
い
く
中
、
自
衛
隊
員
の
安

全
を
確
保
し
つ
つ
、
我
が
国
へ

の
攻
撃
を
効
果
的
に
阻
止
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
侵
攻
す
る
相
手

方
の
艦
艇
な
ど
に
対
し
て
、
脅

威
圏
外
の
離
れ
た
位
置
か
ら
対

処
を
行
え
る
よ
う
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
（※

）

防
衛
能
力
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
は
、
一
般
的
に

は
離
れ
て
い
る
と
い
っ
た
意
味
。

相手の脅威圏 日本

【 攻撃されない安全な距離から相手部隊に対処する能力 】

【スタンド・オフ防衛能力の運用イメージ（「令和5年版防衛白書」より）】



２０２３年（令和５年）秋号

【 患者搬送中の各国隊員（写真提供：小牧基地） 】

【 患者搬送のため離陸待機中の輸送機（写真提供：小牧基地） 】

５

【 テント内でミーティング中の各国隊員】

防
衛
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
３
つ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
の
う
ち
、
第
２
及
び
第
3
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
「
日
米
同
盟
の
抑
止
力
と
対
処
力
の
強
化
」
、

「
同
志
国
等
と
の
連
携
の
強
化
」
に
関
し
て
、
東

海
防
衛
支
局
の
管
内
で
行
わ
れ
た
防
衛
省
・
自
衛

隊
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
（
愛
知
県
小
牧
市
）
で

は
、
令
和
5
年
7
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、

日
本
、
米
国
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
が
参
加
し
た
多
国
間
航
空
医
療
搬
送
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
各
国
の
航
空
医
療
搬
送
の
実
施

要
領
や
医
療
器
材
な
ど
の
違
い
を
確
認
す
る
こ
と

に
よ
り
、
相
互
運
用
性
の
向
上
、
災
害
救
援
な
ど

に
も
有
益
と
な
る
知
見
の
共
有
、
部
隊
の
練
度
の

向
上
が
期
待
で
き
る
重
要
な
も
の
で
す
。

小
牧
基
地
に
は
、
航
空
輸
送
を
主
任
務
と
す
る

第
１
輸
送
航
空
隊
及
び
重
症
救
急
患
者
の
長
距
離

搬
送
に
お
け
る
機
上
医
療
を
主
任
務
と
す
る
航
空

機
動
衛
生
隊
な
ど
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

今
般
の
訓
練
で
は
、
米
軍
及
び
英
軍
の
輸
送
機

も
参
加
し
、
傷
病
者
救
護
、
ト
リ
ア
ー
ジ
、
患
者

搬
送
及
び
添
乗
救
護
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
多
国
間

で
の
医
療
搬
送
訓
練
が
行
わ
れ
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
あ
り
、
7
月
19
日
に
は
、
報
道
機
関
及
び

地
方
公
共
団
体
を
対
象
と
し
た
訓
練
公
開
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
支
局
は
、
本
訓
練
の
実
施
に
当
た
り
、
小
牧

基
地
に
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の

意
義
・
重
要
性
を
説
明
し
、
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
き
め
細
や
か
に
情
報
提
供
を

行
う
な
ど
、
訓
練
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
し
ま
し

た
。

日
米
同
盟
の
強
化
及
び

同
志
国
等
と
の
連
携
強
化

多
国
間
航
空
医
療
搬
送
訓
練

自衛隊の活動



２０２３年（令和５年）秋号

【 災害対策本部員会議運営訓練 】

岐
阜
県
豪
雨
災
害
対
応
防
災
訓
練

自衛隊の活動

自
衛
隊
と
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

令
和
５
年
６
月
１
日
、
岐
阜
県
庁
に

お
い
て
、
「
令
和
５
年
度
豪
雨
災
害
対

応
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
自
衛
隊
な
ど
の
救
助
活

動
の
支
援
を
担
う
当
支
局
も
参
加
し
ま

し
た
。

訓
練
で
は
、
出
水
期
を
前
に
、
岐
阜

県
、
岐
阜
県
警
、
県
内
市
町
村
を
始
め
、

陸
上
自
衛
隊
第
35

普
通
科
連
隊
（
愛
知

県
名
古
屋
市
）

、
航
空
自
衛
隊
第
２
補

南
伊
勢
町
土
の
う
作
り

体
験
へ
の
支
援

自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
／
岐
阜
県
豪
雨
災
害
対
応
防
災
訓
練
／

南
伊
勢
町
土
の
う
作
り
体
験
へ
の
支
援

自
衛
隊
統
合
防
災
演
習

【 土のう作り体験の様子（写真提供：三重地方協力本部） 】

【 統合防災演習の様子（写真提供：守山駐屯地）】

６

令
和
５
年
６
月
26
日
か
ら
30
日
ま
で

の
５
日
間
、
「
自
衛
隊
統
合
防
災
演

習
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
習
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
１
（
最
大
震
度
７
）
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
下
、

全
国
の
陸
海
空
自
衛
隊
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
公
共
団
体
、
防
災
関
係
機
関
、
在

日
米
軍
及
び
豪
軍
が
参
加
し
、
大
規
模

災
害
発
生
時
の
対
処
能
力
の
向
上
を
図

っ
た
も
の
で
す
。

陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
司
令
部
（
愛

知
県
名
古
屋
市
）
に
お
い
て
も
、
各
部

隊
が
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
被

災
状
況
の
情
報
収
集
・
対
策
検
討
に
つ

い
て
演
練
し
、
指
揮
幕
僚
活
動
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

東
海
防
衛
支
局
は
、
自
衛
隊
・
米
軍

の
救
助
活
動
な
ど
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
各
種
の
支
援
と
地
方
公
共
団
体

な
ど
と
の
連
絡
調
整
を
担
当
し
て
お
り
、

本
演
習
に
職
員
を
派
遣
し
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
求
め
ら
れ
る
対
応
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

給
処
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）
、
国

の
機
関
及
び
民
間
企
業
が
連
携
し
、

豪
雨
後
の
台
風
接
近
に
伴
う
複
合

災
害
の
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
を

行
い
、
課
題
及
び
留
意
点
を
検
証

し
ま
し
た
。

訓
練
当
日
は
、
現
実
に
台
風
２

号
が
迫
っ
て
お
り
、
土
砂
崩
れ
や

洪
水
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

暴
風
・
大
雨
に
よ
る
長
期
の
停
電

や
複
数
の
孤
立
地
域
の
発
生
を
想

定
し
、
県
と
関
係
機
関
が
連
携
し

た
災
害
対
応
に
つ
い
て
、
実
践
的

な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
支
局
と
し
て
も
、
関
係
機
関

と
の
連
携
要
領
を
改
め
て
確
認
す

る
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
７
月
13
日
、
自
衛
隊
三

重
地
方
協
力
本
部
伊
勢
地
域
事
務
所

は
、
三
重
県
南
伊
勢
町
立
南
島
中
学

校
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
土
の
う
作

り
体
験
」
に
、
町
職
員
、
地
元
消
防

団
と
と
も
に
参
加
し
、
全
校
生
徒
51

名
に
対
し
、
土
の
う
作
り
の
実
習
を

通
じ
て
、
自
衛
隊
の
活
動
や
災
害
に

対
す
る
知
識
を
伝
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
達
に
は
、
地
域
の

人
々
と
協
力
し
て
防
災
に
取
り
組
む

意
識
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
今
後
も
、

地
域
社
会
や
住
民
と
の
協
力
と
連
携

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会

ぎ
ふ
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
（
岐
阜
市
）
／
渚
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
蒲
郡
市
）

２０２３年（令和５年）秋号

自衛隊行事等

【左：東濃実業高校との合同演奏、右：中部航空音楽隊の演奏（写真提供：岐阜地方協力本部）】

渚
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
蒲
郡
市
）

令
和
5
年
7
月
9
日
、
愛
知
県

蒲
郡
市
で
「
渚
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
（
海
・
み
な
と
・

蒲
郡
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
隊
（
京

都
府
舞
鶴
市
）
所
属
の
舞
鶴
音
楽
隊

が
参
加
し
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
蒲
郡
市
内
の
ヨ
ッ
ト
ハ

ー
バ
ー
な
ど
２
会
場
で
午
前
・
午
後

に
3
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
舞
鶴

音
楽
隊
の
ほ
か
東
邦
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
（
愛
知
東
邦
大
学
吹
奏
楽
団
＆

私
立
愛
知
東
邦
高
等
学
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
部
）
や
蒲
郡
市
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
前
日
の
7
月
8
日
に
は
、

舞
鶴
音
楽
隊
の
隊
員
か
ら
、
愛
知
県

立
蒲
郡
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
生

徒
に
対
し
、
楽
器
別
に
演
奏
講
習
会

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

部
活
動
の
練
習
と
は
違
っ
た
雰
囲
気

で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

ぎ
ふ
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
（
岐
阜
市
）

【左：音楽隊員による講習会の様子、右：舞鶴音楽隊の演奏（写真提供：愛知地方協力本部）】

我
が
国
の
安
全
保
障
を
支
え
る
た
め

に
は
、
社
会
的
基
盤
の
強
化
が
必
要
で

あ
り
、
防
衛
施
設
が
所
在
す
る
地
方
公

共
団
体
や
地
域
住
民
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

各
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
隊
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
記
念

行
事
や
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会

を
開
催
し
た
り
、
地
方
公
共
団
体
な
ど

が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
地

域
の
皆
様
と
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

７

令
和
５
年
６
月
25
日
、
岐
阜
市
の
長

良
川
国
際
会
議
場
で
、
自
衛
隊
岐
阜
地

方
協
力
本
部
主
催
に
よ
る
第
18
回
「
ぎ

ふ
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地

（
静
岡
県
浜
松
市
）
所
属
の
中
部
航
空

音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、
岐
阜
県

立
東
濃
実
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
（
岐

阜
県
可
児
市
）
と
の
合
同
演
奏
も
披
露

さ
れ
、
来
場
さ
れ
た
約
１
２
０
０
人
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。



地 域 社 会

と の 調 和

防
衛
施
設
の
設
置
・
運
用
に
係
る
要
望

【 岐阜基地周辺市町村連絡協議会 】

【 春日井市飛行場周辺対策市民協議会】

２０２３年（令和５年）秋号８

防衛施設周

辺対策事業

【新特別支援学校完成イメージ図】

各
務
原
市
新
特
別
支
援
学
校
防
音
補
助
事
業

（左から、古田聖人笠松町長、浅野健司 各務原市長、
宮原支局長、柴橋正直 岐阜市長、傍島敬隆 岐南町副町長）

（左から、平出会長、滝川次長）

現
在
の
各
務
原
特
別
支
援
学
校
は
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
高
等
部
の
生
徒
の

み
を
対
象
と
し
た
学
校
で
あ
る
た
め
、

小
中
学
部
の
児
童
生
徒
及
び
知
的
障
が

い
以
外
の
障
が
い
の
あ
る
高
等
部
の
生

徒
は
、
各
務
原
市
外
の
特
別
支
援
学
校

な
ど
に
通
学
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
務
原
市
は
、
全
て
の

市
民
が
お
互
い
に
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

小
・
中
・
高
一
貫
の
学
校
と
し
て
、
知

的
障
が
い
に
加
え
、
肢
体
不
自
由
や
病

弱
な
ど
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
を

対
象
と
し
た
総
合
的
な
特
別
支
援
学
校

を
新
た
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

防
衛
省
で
は
、
自
衛
隊
な
ど
の
航

空
機
の
離
着
陸
な
ど
の
頻
繁
な
実
施

に
よ
り
生
じ
る
騒
音
の
防
止
・
軽
減

の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
行

う
学
校
な
ど
の
防
音
工
事
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
て
お
り
、
新
特
別
支

援
学
校
に
つ
い
て
も
、
各
務
原
市
か

ら
申
請
を
受
け
、
令
和
５
年
４
月
に

補
助
金
の
交
付
を
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
7
月
12
日
に
起
工
式
が

執
り
行
わ
れ
、
宮
原
東
海
防
衛
支
局

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

当
支
局
と
し
て
は
、
令
和
７
年
４

月
の
開
校
に
向
け
、
引
き
続
き
各
務

原
市
と
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【地鎮の儀での浅野健司 各務原市長
（写真提供：各務原市）】

防
衛
省
の
各
種
施
策
、
自
衛
隊
の
活

動
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
拠
点
と
な
る
駐
屯
地
、

飛
行
場
、
演
習
場
な
ど
の
防
衛
施
設
周

辺
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。

令
和
５
年
７
月
24
日
、
航
空
自
衛
隊

岐
阜
基
地
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）
に
関

連
す
る
岐
阜
県
側
の
４
市
町
（
各
務
原

市
、
岐
阜
市
、
岐
南
町
、
笠
松
町
）
に

よ
り
組
織
さ
れ
る
岐
阜
基
地
周
辺
市
町

村
連
絡
協
議
会
の
皆
様
が
来
局
さ
れ
ま

し
た
。
東
海
防
衛
支
局
は
、
同
基
地
の

設
置
・
運
用
に
伴
う
各
種
の
課
題
に
関

す
る
ご
要
望
を
受
け
、
防
衛
省
・
自
衛

隊
の
対
応
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

率
直
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
月
21
日
に
は
、
航
空
自
衛

隊
小
牧
基
地
が
所
在
す
る
春
日
井
市

の
春
日
井
市
飛
行
場
周
辺
対
策
市
民

協
議
会
の
皆
様
が
来
局
さ
れ
ま
し
た
。

当
支
局
は
、
同
基
地
の
設
置
・
運
用

に
係
る
ご
要
望
を
受
け
、
防
衛
省
・

自
衛
隊
の
対
応
を
説
明
し
ま
し
た
。

当
支
局
と
し
て
は
、
防
衛
施
設
に

関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
や
住
民
の

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
防
衛
施
設
と
周
辺
地
域

の
調
和
を
図
る
施
策
を
誠
実
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。



と
よ
は
し
し

２０２３年（令和５年）秋号

『
私
た
ち
が
つ
く
る

未
来
を
つ
く
る
』
ま
ち
づ
く
り

浅井 由崇 豊橋市長

豊
橋
市
内
に
は
、
小
銃
な
ど
の
発
射
訓
練
を
行
う
高
山
射
撃
場

が
あ
り
、
隣
接
す
る
豊
川
市
に
あ
る
豊
川
駐
屯
地
の
自
衛
官
の
皆

様
が
日
々
訓
練
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。
豊
川
駐
屯
地
の
自
衛
官
の

皆
様
に
は
、
毎
年
度
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
度
本
市
で
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
伴
う
防
疫
措
置
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

緊
密
な
連
携
が
で
き
る
よ
う
、
市
と
自
衛
隊
と
の
協
力
関
係
を
更

に
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

９

あさい よしたか

自
衛
隊
と
の
関
わ
り

愛
知
県

豊
橋
市

トヨッキー

【勇壮な手筒花火】 【全国有数の自動車輸出入港「三河港」】

「愛三岐の

まちから」
豊
橋
市
は
、
愛
知
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、
東
は
弓
張
山

系
を
境
に
静
岡
県
に
接
し
、
南
は
太
平
洋
、
西
は
三
河
湾
に

面
し
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
東

三
河
の
中
核
都
市
で
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
、
城
下
町
そ
し
て
東
海
道
五
十
三
次
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
歴
史
あ
る
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

明
治
39
年
に
、
全
国
で
62
番
目
、
愛
知
県
で
２
番
目
の
市
と

し
て
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、
全
国
有
数
の
自
動
車
輸
出
入

港
で
あ
る
三
河
港
周
辺
に
広
が
る
臨
海
工
業
地
帯
を
中
心
と

し
た
工
業
や
、
大
葉
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
マ
ト
、
豚
な
ど
の
生

産
が
盛
ん
な
農
業
を
擁
す
る
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発
展

を
続
け
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
三
河
港
は
、
多
く
の
外
資
系
企
業
が
進
出
す
る

国
際
物
流
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
路
面
電
車
や
豊

橋
総
合
動
植
物
公
園
の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
、
東
海
の
尾
瀬
と
い
わ
れ

る
葦
毛
湿
原
、
勇
壮
な
手
筒
花
火
、
天
下
の
奇
祭
鬼
ま
つ
り
な
ど
、

様
々
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
考
え

方
を
踏
ま
え
、
『
私
た
ち
が
つ
く
る

未
来
を
つ
く
る
』
を
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
と
す
る
「
第
６
次
豊
橋
市
総
合
計
画
」
を
令

和
３
年
に
策
定
し
ま
し
た
。
現
在
こ
の
総
合
計
画
に
基
づ
き
豊
橋

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
次
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
に
最
も
大
切
な
「
人
を
育
む
」
こ
と
に
軸
足
を
置
き
、

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
、
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
豊
橋

の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
な
「
人
を
育
む
」
施
策
と
し
て
は
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
目
指
し
て
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
の
「
保
育
料
等
の
負
担
軽
減
策
の
拡
充
」
、
放
課
後
の

小
学
校
を
利
用
し
、
多
様
な
体
験
活
動
を
行
い
な
が
ら
子
ど
も
の

健
全
育
成
等
を
図
る
「
の
び
る
んd

e

ス
ク
ー
ル
」
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
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若

手

職

員

の

活

躍

私
は
令
和
３
年
度
に
入
省
し
、
今
年
か

ら
施
設
補
償
管
理
課
に
所
属
し
て
お
り
、

防
衛
施
設
周
辺
財
産
の
管
理
や
自
治
体
及

び
民
間
企
業
な
ど
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
土

地
の
無
償
、
有
償
使
用
の
使
用
許
可
を
行

っ
て
い
ま
す
。

有
償
使
用
手
続
に
つ
い
て
民
間
企
業
の

方
か
ら
問
合
せ
が
あ
っ
た
と
き
は
、
い
つ

も
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
、
上
手
く
理
解

を
得
ら
れ
る
と
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

採
用
さ
れ
て
３
年
目
で
す
が
、
別
の
課

に
異
動
す
る
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く

あ
り
、
上
司
や
先
輩
方
に
聞
く
こ
と
ば
か

り
で
す
。
過
去
２
年
間
の
経
験
を
活
か
し
、

業
務
に
効
率
よ
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

私
は
令
和
３
年
度
に
入
省
し
、
現
在
は

防
音
対
策
課
に
所
属
し
て
お
り
、
自
衛
隊

の
航
空
機
に
よ
る
騒
音
を
軽
減
す
る
た
め
、

飛
行
場
周
辺
地
域
で
行
う
住
宅
防
音
工
事

の
補
助
金
関
連
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
々
の
業
務
で
は
、
飛
行
場
周
辺
の
住

民
の
方
々
だ
け
で
は
な
く
、
設
計
事
務
所

の
方
や
工
務
店
の
方
と
も
頻
繁
に
連
絡
調

整
や
打
合
せ
を
す
る
た
め
、
様
々
な
方
と

関
わ
る
中
で
少
し
ず
つ
自
分
の
成
長
を
感

じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
業
務
を
円
滑
に
行
う
と
と
も

に
、
周
辺
地
域
の
皆
様
と
よ
り
良
い
関
係

を
築
け
る
よ
う
、
毎
日
の
業
務
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。

私
は
令
和
４
年
４
月
に
入
省
し
、
周
辺

環
境
整
備
課
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。
当

課
は
、
防
衛
施
設
が
周
辺
地
域
に
及
ぼ
す

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
地
方
公
共
団
体
な

ど
が
行
う
事
業
に
対
し
補
助
金
を
助
成
す

る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
私
の
係
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
や
漁
業

用
無
線
機
器
の
整
備
な
ど
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

補
助
金
を
助
成
し
た
施
設
が
完
成
す
る

と
、
私
の
業
務
が
地
域
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
で
き
、
と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。

業
務
を
進
め
て
い
く
上
で
学
ぶ
こ
と
が

多
く
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
上
司

や
先
輩
方
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
日
々

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
１
年
目
の
経
験

を
活
か
し
、
今
後
も
業
務
に
励
ん
で
い
き

た
い
で
す
。
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新着任者紹介

令和６年度防衛省職員採用のご案内

https ://www.mod .go . jp/rdb/toka i/施設補償管理課長
天木 悟

５月２６日付で施設補償管理課長に着任
しました天木です。
施設補償管理課は、防衛施設の取得、管
理や自衛隊の運用により生ずる損失の補
償などの業務を行っており、これらの業務
を進める上で、関係自治体や地域住民の
皆様のご理解とご協力が必要不可欠です。
私自身、東海防衛支局での勤務は３年ぶ
り３回目となりますが、初心を忘れず、気を
引き締めて業務に取り組んでまいりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

東海防衛支局ホームページ

「採用情報」

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/saiyou/saiyou.html

人事院ホームページ

「国家公務員試験採用情報NAVI」

https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

【高卒者試験採用イベント】

・１０月上旬～１０月下旬：機関訪問／職員との懇談会

・１１月中旬(国家公務員試験最終合格発表後)：採用面接

東海防衛支局では、国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験・高卒者試験・社会人試験（係

員級））合格者から防衛省職員を採用しています。

令和６年度新規採用に関する採用イベントを各試験区分ごとに実施しますので、詳細は東海防

衛支局ホームページなどからご確認の上、是非ご参加ください。

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用

試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
受
験
者
で
防
衛
省

の
業
務
に
関
心
の
あ
る
方
の
た
め
に
、｢

業

務
説
明
会
」
及
び
「
現
場
見
学
説
明
会
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
は
、
６
月
と
７
月
に
当
支
局

の
ほ
か
、
陸
上
自
衛
隊
守
山
駐
屯
地
及
び
航

空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
に
お
い
て
計
７
回
・
約

50

名
の
方
に
、
職
員
と
の
懇
談
会
へ
の
参
加

や
、
実
際
の
職
場
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
職
員
の
採
用
に
関

す
る
取
組
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

防
衛
省
の
業
務

に
関
心
の
あ
る
方

は
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

採
用
説
明
会
に
つ
い
て

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/

